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住まいと保険を中心に生活全般についてお得な情報や役立つ知識をご紹介していきます。 

新築希望が中古に！？ 

こんにちは、快適生活実践会の柴田です。6月15日
の日曜日に、提携先である旭化成ヘーベルハウス松

戸営業所主催の「バス見学会」に参加して来まし

た。この「バス見学会」では、建築途中の現場と築

24年目の入居宅の２ヶ所を見学させて頂いたのです
が、とっても面白かったです。 

朝10時に八ヶ崎にありますハウジングプラザ松戸北
会場を出発する予定でしたので、15分前に会場に着
き、まず集合場所であるヘーベルハウス展示場にお

伺いしました。ここでまず驚いたのが、当日参加す

る８組のお客様が、すでにほとんど集まっていたこ

とです。展示場の前に、わいわいがやがやとお客様

と旭化成の営業の方が、遠足に行く前のように出発

を待ち遠しくしておりました。「バス見学会」という

とハウスメーカーが自社の建物（商品）をより知っ

て頂き、ご購入して頂こうという販売促進のイベン

トなので、参加されるお客様は、担当者から積極的

な（しつこい）営業をされて、断りきれずに行くの

かなと思っておりましたが、どちらかというとお客

様の方から、高い買い物をするので是非参加させて

頂き、勉強させてもらいたいという積極的前向きな

意識を感じました。とても素晴らしく思ったのと同

時に、ちょっと寂しくもありました。建物に関して

は、こうやって購入前に勉強する意識が強いのに、

どうして不動産購入に関しては、いきなり物件吟味

に入ってしまうのだろうと思い、不動産を購入する

にあたっても、もう少し不動産取引についてや不動

産業界のことを勉強されると、あとで後悔するよう

な購入がかなり減るのではと。不動産の知識など

は、本や雑誌などでかなり紹介されていますから、

かなりの知識をご存知な方も多いのですが、それが

実際の現場でどういうものなのかということまで

は、実務に携わってないと分からないことも多いで

す。例えば、野球をするのに理論（知識）は本など

で学習できますが、それを実際にやってみてその通

りに動くには、数多くの練習（実務）が必要になり

ます。でも現実には、練習（実務）が出来ません。

では、どうするかと実際に練習（実務）をこなして

る人に任せることです。皆様は、監督になって、実

際に練習（実務）をつんだものに任せればいいので

す。もうお分かりになったと思います。監督が選手

を選ぶ時と同じように、信頼できる担当者や会社に

任せることです。建物も同じです、実際建築するの

は皆様ではございません。このようなイベントなど

で信頼できる会社・担当者を選び、お任せ下さい。 

思わず、日頃思っていることに熱くなってしま

い、話しが逸れて申し訳ございません。本題に戻

りますと、まず向かったのが、建築途中の現場で

す。この現場は、建物主要構造部と外壁工事が終

わった段階でした。最近、とかく話題になる断熱

のこと、主要構造部の仕組みと役割、実際に火を

使った耐火実験、現場での地耐力調査実演などを

実際に目で見て感じることができました。それを

どう評価したかコメントは差し控えさせてもらい

ますが、今まで本や雑誌などで知っていた知識と

実際生で感じるのでは、理解度もかなり違いま

す。たくさんのハウスメーカーで同様のイベント

もありますので、実際機会があったら参加してみ

て下さい。あと、ここで私が一番感じたのが、と

ても面白いプランだという所です。以前の建物や

建売では、判を押したように４LDKの間取りでした
が、転売を考えず、生涯住宅として考えているこ

とから、自分たちの生活に一番合ったものを追求

しているのが最近の傾向ですが、その典型的な見

本を見ているようでした。そして、それを見事な

までに表現できたハウスメーカーの設計力（企画

力）に感心しました。また、これからの社会情勢

や購入者の動向から不動産市況を考えても、転売

する際に、このようなこだわりがあると売却しや

すくなるので、これからはこうあるできだとあら

ためて考えさせられました。次に向かったのが、

24年目の入居者宅です。最近、流れているか分か
りませんが、「ぼくたちこの家の住み心地はど

う？」と見学者が聞いて、双子？の兄弟が「う

ん、・・」と答えているコマーシャルがありまし

た。まさにそれです。入居者と見学者が実際お話

しすることが出来、実際24年経つと建物がどのよ
うになるかを拝見できます。ここで、事件が起き

ました。見学会に参加される方は、皆様新築を希

望されている方だけです。その中の一組のご夫婦

が、中古住宅でもこれだけ手入れが行き届いて、

建物の質が維持されていれば、何も新築にこだわ

る必要ないなと方向転換されたのです。当然、価

格も安くなるメリットが享受できます。メーカー

側としましては、築年数が経っても、無料点検や

メンテナンスプログラム、建物の耐久性の良さを

ご理解してもらうため、見学したのですが、効果

がありすぎたようです。担当者はちょっとがっか

りしてましたが、それは会社の勲章じゃないのと

フォローしたことは言うまでもありません。皆様

も積極的にご参加してみてはいかがですか？新し

い発見があるかもしれません。  柴田 誠 


